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研究課題 

「安定型冠動脈疾患における包括的な画像診断戦略の医療経済学的評価」 

ご協力のお願い 

拝啓 

時下益々ご盛況のことと存じます。 

本邦では、安定虚血性心疾患（Stable Ischemic Heart Disease: SIHD）の診断と治療の

実態把握は不十分であり、特に冠動脈バイパス手術（CABG）を遥かにしのぐ勢いで増加し

ている経皮的冠動脈インターベンション（PCI）の治療実態やその治療成績、特に予後に与

える評価が十分とは言えません。さらに、薬物治療の進歩と相まって、SIHD における診断

と治療の適正化と標準化、アウトカム評価を考慮した費用対効果分析が、臨床経済学上にお

いても今後さらに重要になっていくものと推察されます。 

この SIHD 治療の将来を考えるにあたり、昨今、虚血評価のウエイトが高まりつつある

点が注目されます。2018 年度診療報酬改定では、待機的 PCI に対する機能的虚血の確認が

必要となったのは記憶に新しいところであります。 

この背景を踏まえ、この度、安定型冠動脈疾患における包括的な画像診断戦略の医療経済

学的評価の研究を多施設で実施致します（コホート研究、多施設、観察、対照群あり）。本

研究は、当該診療について、臨床面のみならず経済面からも成果の最大化を図りつつ、新た

な診療戦略を立案するために、SIHD 治療に関わる包括的な検査・診断技術（CTA、負荷

MPI、FFR、CAG 等）の医療経済学的な価値評価を行うことを目的とします。 

本研究の意義をご理解賜り、貴施設におかれましても、本研究にご協力賜れば幸甚であり

ます。参加施設基準や体制につきまして、ご確認頂き、ご検討の程宜しくお願い申し上げま

す。 

 

敬具 

 

2019 年 4 月吉日 

研究代表者 

函館五稜郭病院 

中田智明院長 
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１．参加施設基準（数値＊は、特に検討課題） 

本研究参加施設を公募するが、画像検査手技を含めた臨床的質を担保するために以下の

参加施設基準を定めることとする。 

① 冠血管インターベンション（PCI）治療数：年間 200 例以上 

② 荷心筋血流 SPECT 検査：年間＊200 例以上ないし冠動脈 CT 検査＊200 例以上 

③ DPC 施設もしくは DPC データを提出可能な施設 

④ 倫理委員会で審査可能な施設 

 

２．本研究の推進体制（案） 

 

本研究の推進体制（案） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査診断系学会（JSNC等） 

治療関連系学会（CVIT等） 

間接的連携 

 

安定型冠動脈疾患における包括的な画像

診断戦略の臨床経済学的評価（仮） 

－ マルチモダリィティ戦略の価値評価 

（補足）研究成果の創出のみならず、セ

ミナー等を通して行政や他領域への働き

かけを広く進めることを標榜する事業 

(人材育成も配慮しデータの利用許諾有) 

【リーダ】 

（敬称略、順不同） 

◎主： 中田智明（函館五稜郭病院） 

〇副： 横井宏佳（福岡山王病院） 

〇副： 田倉智之（東京大学）  

監事： 中村正人（東邦大学）、田中信

大（東京医科大学）、中嶋憲一（金沢大

學）、松本直也（日本大学）、橋本暁佳

（札幌医科大学）、近森大志朗（東京医

科大学）、松尾仁司（岐阜ハート）、香

坂俊（慶應義塾大学）、松本直也（日本

大学） 

 

【メンバ】 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

 

【オブザーバ】 

研究事務局：東京大学 

医療経済政策学講座 

（研究デザイン、研究事業体

制、データベースの管理等） 

関連企業 

（各種契約等） 

  

この法人は、特定非営利活動法人

心治療経済評価研究会 

 

【検査品質ワーキング】 

◎リーダ： 丸野廣大、森一晃 

〇世話人： 産業界より複数名 

 

【メンバ】 

・臨床専門 

・病院経営 

・医療経済 

・試薬企業 

・装置企業 

 

部外秘 


